
同
大
会
に
は
第
23
期
生
の

関
根
祥
智
（
よ
し
の
り
）
さ

ん
も
出
場
し
銅
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
豊
島
さ
ん
と
関
根
さ

ん
は
、
９
月
17
日
～
19
日
に
、

群
馬
県
高
崎
市
「
Ｇ
メ
ッ
セ

群
馬

展
示
ホ
ー
ル
」
で
行

わ
れ
る
「
全
建
総
連
第
38
回

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
」

に
出
場
し
、
全
国
ト
ッ
プ
を

め
ざ
し
ま
す
。

〇

〇

〇

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
、

大
工
職
の
専
門
養
成
校
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
に
お

け
る
建
築
の
基
本
は
木
造
に

あ
り
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス

（
本
質
、
真
髄
）
は
伝
統
的

な
大
工
技
術
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
方

で
、
手
道
具
・
手
刻
み
に
よ

る
大
工
技
術
学
習
を
実
技
実

習
の
中
心
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

本
校
入
学
を
き
っ
か
け
に
、

そ
の
魅
力
を
知
り
、
精
度
と

美
し
さ
を
競
う
競
技
大
会
に

挑
戦
す
る
研
修
生
・
卒
業
生

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
新

築
で
は
プ
レ
カ
ッ
ト
材
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
今
、
材
料

の
見
極
め
や
墨
付
け
、
手
刻

み
が
で
き
る
技
能
者
育
成
の

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

四
方
転
び
踏
み
台
」
と

は
四
方
向
に
等
し
く
傾
斜
し

て
い
る
四
脚
で
天
板
を
支
え

る
踏
み
台
の
こ
と
。
数
学
を

建
築
に
応
用
し
た
規
矩
（
き

く
）
術
の
習
得
を
問
う
も
の

で
、
江
戸
時
代
か
ら
大
工
の

演
習
課
題
と
し
て
行
わ
れ
て

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇

〇

〇

本
校
母
体
の
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
が
加
盟
す
る
全

国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

（
全
建
総
連
）
で
は
「
青
年

技
能
者
に
努
力
目
標
を
与
え

る
と
共
に
、
技
能
尊
重
機
運

の
醸
成
を
図
る
」
を
目
的
に

１
９
８
５
年
か
ら
毎
年
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
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「四方転び踏み台」に挑戦する青春
精度と美しさ 競う

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
を
競
技
課
題
と
す
る
全
建
総
連

全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
の
東
京
予
選
（
同
東
京
都
連
第
36
回
青
年
技
能
競
技
大
会
）

が
8
月
21
日
（
日
）
、
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
府
中
校
で
開
催
さ

れ
、
本
校
第
17
期
生
の
豊
島
（
と
よ
し
ま
）
正
貴
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ

（
最
高
位
）
の
金
賞
（
東
京
都
知
事
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
出
場
選
手

は
10
人
で
し
た
。

在校生2年生（第26期生）の坂本頼
生さん（上写真左）、渡辺勇次さん
（同右）も出場しました。日曜日の
講習会にも自主参加して練習を重ね
ました。

東京建築カレッジの研
修生・卒業生が、学び体
得した大工技術・技能の
高さを試す挑戦目標とし
て、２つの競技大会があ
ります。厚生労働省と中
央職業能力開発協会が主
催する「技能五輪全国大
会」と、東京土建が加盟
する全建総連主催の「全
国青年技能競技大会」で
す。
今年の技能五輪大会は

11月4～7日、千葉県「幕

張メッセ」 で開催されま
す。今回は在校生、卒業
生の出場はありませんが、
23歳以下の技能者の日本
一を決める五輪大会の見
ごたえは十分。一般観戦
の規模はまだ公表されて
いませんが、可能な場合
は見学をお勧めします。

なお、本校のホームペー
ジでは、２つの競技大会
の入賞者を公開していま
す。ぜひ、ご覧ください。

豊
島
さ
ん
は
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
の
建
築
大
工
で
す
。

江
戸
川
区
の
国
工
務
店
で
働
い
て
い
ま
す
（
東
京
土
建
江
東
支
部
）
。

公
開
講
座
の
宣
伝
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

技能五輪と青年技能競技大会

公開講座ポスター。チラシ（A4）もあります

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
お
送
り
し
ま

す
。
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報

拡
散
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



木
造
建
築
の
方
法
に

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
垂
直
材
の
柱
と
横

架
材
の
梁
（
は
り
）
を

組
み
上
げ
て
構
造
を
つ

く
る
方
法
（
木
造
軸
組

工
法
）
が
日
本
で
は
主

流
で
す
。
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
継
手
や
仕
口
の
加

工
を
一
通
り
習
っ
た
後

に
、
８
月
下
旬
か
ら
９

月
に
か
け
て
小
屋
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
す
。

柱
や
梁
な
ど
の
位
置

を
示
す
平
面
図
（
伏
図
）

を
「
板
図
」
（
い
た
ず
）

に
落
と
し
込
む
と
こ
ろ

か
ら
授
業
は
始
ま
り
ま

す
。
建
物
の
基
本
構
造

を
図
面
で
し
っ
か
り
理

解
し
た
後
に
、
班
に

分
か
れ
て
、
材
料
の

墨
付
け
・
加
工
、
そ

し
て
建
方
、
と
進
み
、

木
造
軸
組
工
法
の
流

れ
を
体
感
し
ま
す
。

こ
の
小
屋
づ
く
り

で
流
れ
を
つ
か
み
、

前
期
の
１
年
生
が
建

て
た
２
階
建
て
の
実
習

棟
の
解
体
実
習
（
10
月

８
・
15
日
）
の
後
、
い

よ
い
よ
実
習
棟
実
習
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。

２
年
生
の
情
報
系
授

業
で
は
、
１
年
次
に
教

わ
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
支
援
設
計
）

の
使
い
方
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
平
面
詳
細
図

を
書
く
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
「
桜
井
邸
」
と

呼
ぶ
共
通
課
題
で
１
０

０
分
の
１
の
図
面
を
を

全
員
が
作
成
し
た
後
に
、

住
宅
設
計
の
授
業
で
各

自
が
自
由
設
計
し
た
プ

ラ
ン
の
平
面
詳
細
図
を

書
い
て
い
き
ま
す
。

設
計
製
図
や
建
築
設

備
の
授
業
と
連
携
し
な

が
ら
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
技

術
を
習
得
さ
せ
ま
す
。

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
使
い
方

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
現

場
の
実
務
で
役
立
つ
内

容
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

と
担
当
講
師
。
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1年生の
授業から

２年生の
授業から

柱
と
梁
で
構
造
を

軸
組
み
実
習

班ごとに軸組み構造の小屋をつくる授業です。
（江東実習場、8月27日）

本校の講師・指導員が実技実習と設計製図そ
れぞれの授業の流れを説明するオープンキャン
パスを10月16日（日）、江東実習場で行います。

午前の部は9時30分から、午後
の部は1時30分から。東京建築
カレッジに通える就職先の紹介
も行います。ぜひご参加くださ
い。
通常の授業日の見学も大歓迎

です。お気軽にご連絡ください。
東京土建技術研修センター内、
東京建築カレッジ、電話03・5
950・1771

東京建築カレッジは、広く世界と人間を見つめて自主的
に行動できる建築従事者の育成をめざしています。この観
点から教養科目を充実させています。
8月26日の1年生「建築社会論」では、今年4月10日から

ウクライナに入り現地取材を行ったジャーナリストの志葉
玲さんが、民間人を巻き込んで進
行するロシアのウクライナ侵略の
実態を写真や動画を見せながら報
告しました。
「当局の会見よりも自力による

被害者インタビューを重視してき
た」と話す志葉さんの話は臨場感
に溢れると共に、ウクライナ問題
の解説もわかりやすく、カレッジ
生は集中して聞き入っていました。

学校紹介、
募集要項は
こちらから
↓

仲間との出会いが待っています！
第28期生(来年4月入学生)募集中

Ｃ
Ａ
Ｄ
で
「
平
面
詳
細
図
」
を
作
成

ＣＡＤと設計、設備の３科目で連携、教育効果を上げています。
（池袋校舎、8月26日）

ジャーナリスト 志葉玲さんの特別授業

今、ウクライナで起きていること


